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第４回 天王寺区区政戦略会議 

 

                  日 時：平成２５年３月７日（木） 

                    午後７時０２分～午後８時５７分 

                  場 所：天王寺区役所 ５階 502会議室 

 

○事務局 

 では、すみません、お待たせいたしました。 

 本日は大変お忙しい中、ご出席いただきましてまことにありがとうございます。た

だいまから、第４回天王寺区区政戦略会議を開催させていただきます。 

 では、まず初めに水谷区長からご挨拶を申し上げますので、よろしくお願いいたし

ます。 

○水谷区長 

 皆さん今日もどうもお疲れさまでございます。よろしくお願いします。  

 私もこれで戦略会議に部会が発足して、皆さんの活動のほうを適宜ご報告いただい

ていたと思うんですけども、ほんとに精力的にいろんな関係機関、地域に飛び込んで

行って、リサーチして、それぞれの部会で今日も発表いただくわけですけれども、こ

ういう政策が必要ではないかと、こういう取組が必要ではないかという具体案をまと

めていただいて、ほんとに頭の下がる思いでございます。 

 そういった中で、ちょっと改めて皆さんに申し上げておきたいことがございます。

それは何かと申しますと、皆さん戦略会議のメンバーということで、区政についてチ

ェックして、かつ区政についていろいろと政策提案をいただくという、そういう職責

で集まっていただいてるわけでございます。ですから、ここを踏まえてその職責の範

囲内で行動をしていただくということをちょっとご留意いただきたいなと。何を申し

上げますかと言いますと、戦略会議のメンバーであるからといって、例えば他団体と
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かほかの会議で影響力を言って行使できると、そういうことはございませんから、皆

さん改めてそこはご意識を共有と言いますか、統一させてもらえたらなと思います。 

 それから、この戦略会議と並行して、皆さんもご存じのように有識者会議が設けら

れております。いわゆる私が就任する以前の区政会議のメンバーさんたちによる会議

なわけでございますけれども、この会議についてはメンバーさんのご意向を踏まえて、

この戦略会議とは違って、毎月１回という形で会議の開催はしておりませんが、個別

に区の職員が有識者会議の委員さんから区政に対するご意見とかを伺う中で、いろい

ろと我々としても参考にしているものがございます。一部ご紹介をいたしますと、せ

んだって区の将来ビジョンの案をまとめて区民の方々にご意見を伺ってきたわけです

が、有識者会議の方からもいろいろご意見をいただきました。この会議でも、例えば

この災害時の要援護者に対して、家具取りつけは例えば業者等と協力してやるべきで

はないかというご意見をいただきましたけれども、これについて有識者会議の委員さ

んのほうからは、業者といえども、一口に言ってもいろいろあるから、そこで安全性

をちゃんと担保できるように慎重に進めてほしいと。また、業者ということで決め打

ちするのではなくて、中長期的にボランティアの方を活用いただくとか、そういうち

ょっと幅広い考え方を持ってもいいのではないかというご指摘をいただいて、それも

踏まえて、パブリックコメントでいただいたご意見とともに、この将来ビジョンに反

映させていただいておる次第でございます。 

 このように、ほんとに区政会議を今２会制で戦略会議と有識者会議と両方走ってい

るわけでございますが、それぞれの会議から幅広い年齢層、幅広い価値観の方々から

いろいろ意見を賜って、よりよい区政を皆さんとつくっていけたらなというふうに思

っております。 

 本日もどうぞよろしくお願いいたします。 

○事務局 

 ありがとうございます。 
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 それでは、続きまして、早速ではございますけれども、議題のほうに進めさせてい

ただきたいと思います。 

 それでは、議題としまして、各作業部会からのご報告をいただき、ご意見、ご提案

を含めご議論いただきたく存じます。 

 では田中議長、よろしくお願いいたします。 

○田中（英俊）議長 

 それでは、各部会資料がございますけれども、まず防犯・防災・地域社会の作業部

会からご報告をお願いいたします。 

○河村委員 

 防犯・防災・地域社会でのテーマ１ですけれども、２４年度防災取組について、こ

の中でも防災訓練事業というのがございまして、区役所がかかわってらっしゃる事業

で、年間１１回されているんですけども、この防災訓練、これとってもいい事業だな

と思っております。防災リーダーとか、防災活動の支援事業とか、防災マップづくり

とか、いろいろあるんですけれども、この９月、天王寺区の防災担当の係長が福島県

の南相馬市に出張していただいて、被災現場を見たり、現地の行政マン、市民、ＮＰ

Ｏ関係との対話を通じて、天王寺区内の防災に活かせる、防災・減災を学んで、天王

寺区内での防災対策、避難訓練、被害予想の見直しを行っております。防災の火災訓

練の出前講座を増やす、天王寺区内の備蓄倉庫の推進、被害想定の徹底調査、この３

つがこれからもどんどん議題になっていくと思うんですけれども、その他で皆さんの

ご意見をいただきたいんですけれども、防災は結構天王寺区の係長がとても優秀な方

なので、どんどん推進されてらっしゃるんですけれども、こういうふうにしたらいい

んじゃないかなというご意見があればいただきたいなと思うんですけれども、いかが

でしょうか。 

○田中（英俊）議長 

 司会を譲りますから。 
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○河村委員 

 そうですね、各地区で防災訓練をもっとしたらいかがかなと。防災訓練以外でも火

災訓練等もどんどん行っていただきたい。細工谷付近はほんとに火災が発生したらと

ても危険な地区として思われていますので、その辺をよく理解いただいて、その地域

でもっと火災訓練なり、防災訓練を行っていただけたらいいんじゃないかなと思って

おります。 

 次にテーマ２の継続事業、自転車安全運転について。先日４日、阿倍野区で自転車

どうしの事故が起きました。１人は意識不明の重体ということになっております。警

察庁の悪質な違反を繰り返した運転者への安全講習義務づけを盛り込んだ道路交通法

改正案が公表されています。 

天王寺区内で未来わがまち会議の自転車免許講習会。これは小学校４年生を対象とし

た自転車の交通安全を盛り込んだ免許交付を行っておる事業なんですけれども、毎年

４月の校長会、教頭会で自転車の免許の講習会について説明した後、各学校日程調整

をして決まった予定日、約１カ月前のＰＴＡ実行委員会で協力をお願いしているとい

うことです。当日の運営は天王寺警察署、未来わがまち会議とＰＴＡの皆さん、該当

の小学校と天王寺区役所で行っているということです。 

 実施校数で６ページになるんですけれども、８学校あるんですけれども、天王寺小

学校、大江小学校、聖和、五条、生魂、桃陽、味原、真田山、５３７人ですか。その

小学校各単位でやっていただいているんですけれども、どのようなことをやっている

かと言いますと、資料７、８で信号を守る。自転車の曲がり角では止まって確認する

ということをされていると思うんですけれども、コース、学校の運動場に絵を描いて、

そのコースを自動車の免許制度みたいに行っているんですけれども、その免許自体が

この１１ページにありますこういう感じの物を発行されてるんですけども、各小学校

によれば学校の先生が写真を撮って、写真を載せたりとかいう事業も行っております。

顏写真が載ってたらまずいということであれば、学校の校章とかになってたりもする
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ようです。 

 予算ですけれども、２４年度の予算が１５万６，０００円です。その中で免許証の

印刷費、講習資料の作成費などが入っております。執行予算として、免許証の印刷が

９万６，０００円ほどかかります。講習の資料作成費が１万２，０００円ということ

です。大体１枚１７８円で発行できるということなんです。今年度多いのは、聞いた

ところお年寄りも対象としたことで、資料分がその分ふえるということで予算が多か

ったんですけれども、次年度は子どもだけを対象としているので、１１万２，０００

円ということになっています。 

 問題点としまして、１カ月前にＰＴＡに協力依頼をということなんですけれども、

これはもっと早く協力を促せれば、保護者にも講習会を受けてもらえるのではないか。  

 次に免許証の発行について、これは区役所で発行されているんですけれども、例え

ば企業とか、広告スポンサーを募ってみてはどうか。１０万ぐらいなので、もしタイ

アップしてくれる企業があれば、無理ではないんではないかなと思っております。  

 その他、皆さんのご意見とかをお聞かせ願いたいんですけれども。どうぞ。 

○三木委員 

 問題点（１）のところについてなんですけれども、このＰＴＡに協力依頼をするこ

とで、全保護者に講習会を受けてもらえるのではないかということですが、このＰＴ

Ａというものはそもそも任意加入の団体なので、全ての保護者がＰＴＡに加入してい

るという前提で物事を進めると、別の問題が起きてしまうかなというふうに思うんで

す。というのは、私は教育・子育て・国際交流作業部会なんですけれども、ＰＴＡに

加入をしていない保護者、もしくはその保護者の子どもが、ＰＴＡに加入していない

ということでいじめであったりだとか、仲間外れに、何か疎外感を感じてしまうとい

うことは避けるべきではないかなと思うので、ここはＰＴＡに協力依頼というよりは、

保護者組織に対して学校として働きかけるというような形で、何かそのＰＴＡに加入

していない方が必要な情報が伝わらないということがないような形でお願いできない
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かなと思いました。 

○河村委員 

 その点について、僕個人で思ったのは、ＰＴＡが中心となってとこれは書いている

んですけれども、そのＰＴＡ、保護者の代表会というのがＰＴＡと思っているんです。

そのＰＴＡさんに協力を促すというのは、その学校の保護者の代表が協力していただ

くというだけのことであって、保護者の方にそのプリントを配付してもらえれば、お

父さん、お母さん来ていただいてもいいと思うんです。この皆さんに促して、学校の

校長、教頭先生に協力をいただいて、保護者の方にも来てもらって、地域の人にも来

てもらって、その講習会を一緒に受けるということがいいんではないかなと思います。  

○三木委員 

 ＰＴＡが保護者の代表という考え方はすごく危険だなと思いました。と言うのも、

やはり区長もＰＴＡが任意の団体だっていうことは認識してらっしゃって、文部科学

省においてもＰＴＡは任意団体だということで、学校と教育委員会のほうからも切り

離されて考えられています。逆に言えば、行政の範疇ではない私的団体、任意団体で

ある団体が保護者の代表というふうに、行政が考えてしまうことというのは、これは

ほんとにＰＴＡに任意で加入していない人たちが、自分たちは保護者の中から外され

てしまうのかというようなことを思ってしまうんじゃないかなと思います。  

○河村委員 

 わかりました。その点を踏まえてまた。 

○原田（久）委員 

 三木委員、ちょっと勘違いしてもらいたくないのは、この部会で話し合ったのは、

根本的にお子さんに周知徹底することによって自転車に乗るマナー、モラルが向上す

ると。せっかくその場にそういう場面を設けるんだったら、家族も含めてきてもらう

ことによって、幅広く広がるんじゃないかなという目的だったんで、決してＰＴＡ組

織に限って言っているわけではないので、それだけはちょっとご了解いただきたいな
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と。 

○三木委員 

 もちろんです。保護者が講習会を受けるというのはとても大事なことだと思うんで

す。ただ、ＰＴＡに加入していない人にその情報が行き渡らないということで。 

○原田（久）委員 

 それはじゃあ、またちょっと訂正するようにします。 

○原田（照）委員 

 この自転車の関係で、私も前にもお話ししましたけども、夜ウォーキングパトロー

ルという形の中で、自分の町会内を回っているんですけども、その中で自転車に関し

て思うのは、やはり今一番多いのは携帯を話しながら運転。ここの資料の注意事項に

は書いてないんです。雨のときに傘を差して片手運転はやめましょう、これと同じな

んです。これが結構多いです。若い方とか特に携帯で話しながら片手運転。これは結

構多いです。何かこれだけのいろんな１５項目写真があるんであれば、結構現実には

今多いから、そういうものも加えていただければいいかなと思います。 

 それともう１点、当然夜回りますので、よくわかるんですけれども、無灯、ライト

をつけてない自転車。大体半分はつけていません。だからそういうものの実態、そう

いうものもいろんな形の中でもっとＰＲしていっていただければ、自分が見えている

からじゃなしに、相手からも自転車が来てるということをよくわかるために、無灯と

かそういうものの何かもっとなくすというか、取り締まると言っては何ですけども、

そういう何か方法がないのかなと。パッと見ればわかりますから、これは。そういう

面をちょっと思いました。 

 以上です。 

○神崎委員 

 自転車のこの４日の事故ですか、あれを見ながら私感じたんですけども、自動車と

いうのは任意保険が一般的には入るものというふうに認識されておるんですけども、
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自転車においてもそういう保険があると聞いております。ただ、その加入率がどれほ

どなのかというのは今、詳しい数字は捉えておりませんけども、自転車講習会で、こ

ういった事故のためにこういう保険もあるんだ、というところをＰＲされたほうがお

互いに不幸な被害者にならないようになったらと思います。そういう保険があるよと

いうふうなこともつけ加えていただいたほうが、万一のためになると思います。 

○河村委員 

 自転車保険ですね。 

○神崎委員 

 何かあると思います。 

○原田（恵）委員 

 私も携帯をしながらが一番危ないと思うのと、耳にイヤホンをしながら自転車を運

転している人も多いので、それも注意の中に何か入れていただいたらと思いました。  

○飛田委員 

 と言うか、多分それは注意じゃなくて、道路交通法で違反だって書いてあるので、

携帯もイヤホンもどちらも。もう１つは、これをなぜ書いてないかというと、小学校

４年生ぐらいの子どもが対象なので、携帯持ちながら運転というのは、実際は想定し

てないのは確かです。だいたい小学校４年生ぐらいの子が携帯を持っては運転してな

いので。というのと、音楽を聴きながらの運転も小学校４年生が対象ということで書

いてなくて、大人とかのほうが多分それは要るんじゃないかなという気がしますけど。  

○田中（英俊）議長 

 警察は取り締まっているんですか。違反者がいっぱいいるのに全然取り締まってな

いでしょ。それは警察の怠慢ですよ。これは区役所に言う話じゃないですけども、だ

ってうちの学園前は、自転車専用道路ができたにもかかわらず、歩道を猛スピードで

おりてきて、逆に門を出たときに、歩道だから自転車はないと思って出たときに事故

が起きやすいので、それは学生に注意をしてるんですけども、幾ら専用道路をつくっ
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たって、使い方がよくなかったら事件は起きるわけですから。 

 それも含めて区役所のほうからもせっかくその自転車道路ができたんだったら、絶

対使うように徹底しろとか、コーンが置いてあるんです、出口と入り口。そこのコー

ンが壊されているんです。自転車の人が蹴飛ばすとかそういうことでしょう、邪魔だ

から。そういうものが町の人が注意したら、事件が起きる可能性がある。刺されると

か何とか。それを心配して黙っているわけで、やっぱり警察権力みたいなものが出て

こないと、なかなか変わっていかないんじゃないかという気はいたします。 

 それは自転車の事故を減らすために、区と行政、警察も行政の一部ですけども、府

警が協力するような形も必要だろうというふうに思います。 

○河村委員 

 この事由は大切だなと僕は感じたので、この防犯・防災・地域社会作業部会で皆さ

んとお話しして、提案しようということですることになりました。 

○田中（英俊）議長 

 引き取らせていただいてちょっと今、余分なことを言いましたけど、今回のこの部

会の提案は、既存の事業がどういうふうに行われるかっていうのは、非常に細かく調

べていただいて、自転者の問題と防災の問題について、我々の知らないところまで調

べていただいたということは非常によかったと思うんですけども、意見、これを全部

消化してないと新たな意見は出ないし、非常に難しいんではないかと思うんです。だ

から、事務局のほうから配っていただいた意見を言う用紙もありますので、それにま

た、思いついたり、これはどうだというようなことも含めて書いていただければとい

うふうに思います。十分消化し切れないから、なかなか自分の意見をこの場で出すこ

とが難しいところもあるのではないかと思うんですけども。 

 区長、何か。 

○水谷区長 

 一応、その問題点というか、そこで挙げられたことについて、ちょっと簡単にご紹
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介しておきますと、まず１カ月前に保護者に対して協力依頼、ＰＴＡに対して協力依

頼ということですけど、もうちょっと早くすればみんな受けるんではないかというご

指摘かと思いますが、今現状、講習会自体が平日の午前中に実施されてきたという経

緯がございまして、こうなるとなかなかやっぱり保護者の方はもちろん外に働きに行

かれてる方も多ございますから、参加も非常に限られてくるのかなと。ただ、これま

での実施の経過を改めてより多くの方にこの講習会をご参加いただくために、各地域

単位でどういう日に、どういう形で、どういう内容で実施するのがいいのかという議

論も当然ありましょうから、今現在、区役所のほうでも、各地域単位で地域活動協議

会の形成に向けた取り組みというのをやっているわけですが、そこともまた連動させ

た形で、その地域に一番最適な形でのこの講習会の実施というのが、非常に重要なの

かなと。もちろん、区役所としてもそれをご支援差し上げたいなというふうに思って

おります。 

 それから、この予算額なんですけれども、２４年度予算、来年度予算、予算要求し

てる額１１万２，０００円ということで、金額的に見たら下がっているように受けと

められるかもしれませんが、基本的には今年度の執行予算をベースに、現状が継続さ

れるような形で組ませていただいております。 

 それから、この一番の支出に当たる免許証印刷費でございますけれども、これに広

告をつけるというご提案は、これは非常におもしろいご提案だというふうに受けとめ

ております。基本的に、広告を掲載することは、法的にも可能でございますし、ただ、

問題は大体５００枚とか、数百枚単位でこれを印刷するわけですけれども、それに広

告効果を見込んでくださる企業がどれぐらいいるかと、そことの個別交渉の世界にな

ってこようかと思いますけれども、積極的に検討するよう今日担当課長とも話をさせ

ていただいたところでございます。 

 それから最後、田中議長から先ほどご指摘あった学園坂の件でございますけれども、

私としても確かに市役所の中の区役所、それから府のほうの府警という形で、領域が
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違いますけれども、ここは意思疎通を緊密にしていかないといけないという認識を持

っております。定例的に区役所のほうに警察を初めとする関係機関に来ていただいて、

行政連絡調整会議という形で、近況報告をし合ったり、お互いに連携が必要なところ

は確認し合ったりということも積極的に行っております。区役所のほうで感知した交

通情勢の悪化、犯罪情勢の悪化についても即座に天王寺警察署のほうに上げて、対応

をしていってもらえるように、また我々もそれをサポートしていけるように、そうい

う流れを徹底していかないといけないなということを今、議長のご指摘で改めて認識

させていただきました。 

 以上でございます。 

○越村委員 

 報告の補足なんですけれども、ちょっと今日は資料ができなくて、前回の作業部会

のときに出た、来年度の新規事業で独居高齢者の見守りサポーター事業なんですけれ

ども、ちょっとまだ作業部会の時点で大阪市の予算プレス発表ができてなかったので、

ちょっと文書も出せないということだったので、担当課長さんとヒアリングをさせて

いただいた内容を皆さんにちょっと簡単に報告させていただいた上で、簡単な話だけ

したいんですけれども、基本、役所行政というところで、公的責任ということで、高

齢者見守りのところに手を入れていくというのは、すごく効果的なんだけど、やっぱ

りこれだけでやりきれるんだろうかと。例えば孤独死、それの防止にこれだけではや

っぱりしんどいところがあるんじゃないかということも含めて、皆さん結構いろいろ

意見が出ましたので、次回、また来週作業部会がありますので、もうちょっと予算発

表も済みましたので、ちょっと資料もいただくか何かして、具体的に話をして、次回

のこの会議ではまた報告させていただきたいと思います。 

○水谷区長 

 越村委員ご専門だから、細かく私のほうから申し上げるあれじゃないですけど、基

本的にああいうやっぱり福祉施策、命を守る施策については、これがあれば大丈夫と
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いうのはないですよね。だから、地域の輪が必要であるし、もちろん社会福祉協議会

のほうで活動していただいていることも大切ですし、我々のほうでやることも、社会

福祉協議会のほうも新しく地域支援ワーカーが今年入ってきますし、また我々のほう

でこの高齢者見守りサポーターと。やっぱり多層的に重層的にこのセーフティーネッ

トを組んでいくことが非常に重要かなというふうに思っております。また、そういう

観点でも、ぜひ議論させていただけたらなと思っております。 

○栗谷委員 

 私、ＰＴＡ会長のときに、この自転車講習会のほうを主催させていただいて、私も

お手伝いをさせてもらったんですが、実際４年生、当時４５名ぐらいですか、参加さ

せてもらって、１つできるんであれば、こまあり自転車。やっぱり自転車を乗れない

子がいるんです、中に。ちょっとそういうこまあり自転車もあれば、ふだん乗れてな

い子だけども、今後乗る可能性があるんであれば、そういう家庭ではないですけども、

そういうのも一つ一つ考えていただければありがたいと思います。 

○田中（英俊）議長 

 自転車は家庭の責任で教えるんですよね、子どもには。 

○栗谷委員 

 基本的にはそうですね。 

○田中（英俊）議長 

 学校で乗り方を教えるということはしないんですか。 

○栗谷委員 

 うちの子どもなんかは実際、堺市の鳳公園ですか、そこで半日合宿というのがあり

まして、そこへ連れていって乗れるようになって。堺はもともと自転車の産業の町で、

堺市がそうやってボランティアでやってくれるのがあって、それに参加させてもらっ

て乗れる。ただ、親が教えるとなるとなかなか難しい。休日の午前中にこう教えるし

かないですよね、公園で。 
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○三木委員 

 今、栗谷委員の言葉を聞いてはっと思い出したのが、私、中学校まで自転車乗れな

かったんです。いまだに乗れなくて、私の大学の女性の友達でも今も乗れない子がい

まして、そういう子たちっていうのは講習会のとき、恥ずかしい思いをしているのか

もしれないなというふうに思ったんです。私も同級生から自転車も乗れないのって言

われるのが嫌で、乗れないのに自転車を押して駅まで歩いたことがあったので、講習

会というのが学校の授業時間内に行われると、そういう子もいるのかもしれないと思

いました。 

○田中（英俊）議長 

 それは学校がやるかどうかの話で、区役所の話と違うんですけれども。でも、皆さ

んが同じように練習して、同じように乗れて、特に関西というか、大阪はシマノさん

もありますけども、自転車の県、府でもありますし、何か特徴のある地域づくりの中

で、そういう活用もできるんじゃないかと思います。堺市の都市政策研究所の客員研

究員をずっとやっていて、自転車でこの町を売り出せと言ってもなかなか、堺市でも

できないんです。だからどっかの町が、例えばツールドフランスのまねしてやるのが

堺、大阪ではなくて、ほかの県で今度やることになって 

○水谷区長 

 ツールド下関ですね。 

○田中（英俊）議長 

 そうですね。それで残念だなと思ったりして。そういうことも大阪が取り組んでも

いいんじゃないかと思うんですけど。 

○飛田委員 

 でも昔やっていたんです、大泉公園で。 

○原田（照）委員 

 シマノの自転車って世界一ですよね。 
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○田中（英俊）議長 

 ほとんどの人が使っているようですから。ちょっと余分な話をしましたけど。 

 そんなことも含めて、安心、安全のまちづくりの中で、自転車の今回痛ましい事件

が起きたりしたことも含めまして、真剣に取り組む話ではないかと思いまして、これ

も先ほどの話ではありませんけども、区と警察がどういう協力ができるかということ

も含めて議論していただければと思います。 

 まだ、ご意見あろうかと思いますけど、時間の割り当てがございますので、次のシ

ティ・プロモーションのほうに移らせていただきたいと思います。 

○内本委員 

 シティ・プロモーションのほうで何度か会議のほうに出させていただきまして、今

回天王寺区役所のほうへは、そのシティ・プロモーションのどちらかというと細部の

部分ではなく、大枠の部分。それが体制の強化であったり、ソフト面のその投資とい

うところを中心にご提案させていただきたいなと思っています。 

 シティ・プロモーションという名前を、この中にもよくご存じの方もいらっしゃれ

ば、まだ聞きなれない方もいらっしゃると思うんですけれども、簡単な定義といたし

まして、地域、天王寺区を持続的に発展させるために、この天王寺区の魅力をどのよ

うに地域の内部であったり、この地域以外の部分に訴求していくかというのがポイン

トになってきます。これが効果的に訴求できたことによって、人、物、金、情報とい

うのがこの地区に集まってきて、それをうまく人が活用していったりですとか、外か

ら来た人がこの地域にあるものを生かして何かしていきたいというふうな発想になっ

てくると思います。これがシティ・プロモーションの主な定義というふうに思ってい

ただければなと思います。 

 このシティ・プロモーションを効果的に訴求できたとしたら、どういった効果があ

るかと申しますと、これはいろんな目的によってもこの効果というのは変わってくる

と思うんですが、わかりやすく言えば、観光客が増えてきたり、この天王寺区に住み
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たいという方が増えたりですとか、あとはこの地域に長く住んでいる方が誇りを持っ

て、この天王寺区というものをお友達であったり、外にうまくＰＲしていける、そう

いう地元愛というものを根づかせるなどの効果というのはいろいろあると思うんです。

このシティ・プロモーションをここ数年流行ってきた言葉ではなく、結構いろいろ調

べてますと、地方自治体、主に全国的にこのシティ・プロモーションというものは、

結構、名前的には浸透しているものだなというように私自身は思っていまして、イン

ターネットのほうでもシティ・プロモーションというふうに打っていただければ、い

ろんな自治体が課を設けていろんな取組をされていたりですとか、結構皆さんが知っ

いてるような知らないような情報でも、その地域にはすごく効果的にプロモーション

として生きているイベントというのはかなり多くあるなというふうに、私自身実感し

てます。 

 シティ・プロモーションが、今この天王寺区で、こういうふうに議題に上がってく

るというのには、背景があるなと私は思ったんですが、もともとこの大阪市というも

のは、区ごとに力を入れてこの町自体をＰＲするというところに余りフォーカスされ

てなかったのではないかなというふうに考えていまして、どちらかというと、この大

阪市が一律のサービス、同じようなサービスを区ごとにされていたと思うんです。こ

こでなぜシティ・プロモーションというのがこの議題に、この戦略会議でも上がって

きたのかなというふうに考えたんですけれども、区長が新しく外部から就任されて、

その区ごとに独自のサービスができるようになったからではないかなというふうに考

えています。そういった区ごとの独自のサービスをこれから区民の方、もしくは区外

の方に効果的に発信するうえで、独自に区ごとにこのシティ・プロモーションをしっ

かり強化していく体制というのも、同時に必要になってきたのではないかなというふ

うに思っております。 

 では、このシティ・プロモーションをどういう形で成功に導いていくのかという問

いになるんですが、やはり私たち戦略会議というか部会のほうでも、このシティ・プ
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ロモーションをどういうふうに活用していく、もしくはみんなでこのシティ・プロモ

ーションにどういったイベントができるか、どういったエリアを使って、どういうふ

うにアピールしていくかというのもかなり話題になって、皆さんいろんなおもしろい

アイデアというのが出てきたんですけれども、やはり主体となる方が誰なのか、責任

の所在がどこなのか、主催となるところがどこなのかというのが明確でない限り、そ

ういったおもしろいアイデアを考えても一緒なんです。ここで私たち、部会のほうで

も話に上がったのが、やはりこのシティ・プロモーションという名前だけに、天王寺

区役所が主体となるということが基本的に大前提だなというふうな結論に至っていま

す。これはもう天王寺区役所が、会社ではないんですけれども、地域経営の視点で、

主体となって取り組んでいくところから、このシティ・プロモーションというものが

始まっていくのかなというふうに考えております。 

 その成功の要素として挙げられるものが、やはりこのＰＲ、シティ・プロモーショ

ンを強化していくその体制をまずつくっていくこと。２つ目に有効的な戦略というも

のを考えていく。というのは、戦略というのは、例えば１つだけのイベントを１年間、

１年に１回おもしろいことをするというわけではなく、１年を通して、どういった形

でこの町をＰＲしていくかというのも、連携して考えていかなければいけないなとい

うふうに思っています。 

 ３つ目に、企業がいろいろやっているように、マーケティングの発想で、やはりタ

ーゲットが誰で、そのターゲットに対してどういうことをやっていくかという考え方

が必要ではないかなというふうに思っております。 

 じゃあどういった取組ができるのかなというふうに考えているんですが、考えれば

ほんとにたくさん考えられるんですけれども、今実際に天王寺区役所のほうでも取り

組まれている内容であったり、逆に今ないものをどういうふうにつくっていくかとい

うところで、ちょっと３つ施策のほうを考えさせていただきました。 

 １つ目なんですけれども、まずシティ・プロモーション課など、いろんな名前がい
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ろいろ自治体ではつけられているんですけれども、まず天王寺区役所の中にこういっ

たシティ・プロモーションという課自体をしっかりつくっていただいて、体制が、事

情がいろいろあるかとは思うんですけれども、２名なのか３名なのか、そういった体

制をしっかりまず組んでいただくところからスタートするのかなと思っております。  

 まず目的としまして、広報機能の強化。以前区長のほうに今どういった体制でされ

ているのかとお話を聞いたところ、まず１名の方がしっかりメディアに対してリリー

スを書かれたりですとか、その広報というところに特化してされているというお話は

伺ったんですけれども、やはり私も仕事をしていて、１人でできる範囲というのはす

ごく限られてくるんです。そういった意味でも、しっかり体制をつくって、役割とい

うものをしっかり持っていくことがまず必要かなというふうに思っています。 

 効果的なＰＲ活動、これもしっかり体制ができることによって、アイデアというの

ももう少し深まっていくのかなというふうに思っています。あとは民間との連携をし

っかりとれる体制であったり、人材を育成していく、それはもう単に区役所内でＰＲ

を常にしていくという発想ではなく、やはりＰＲという会社との意見交換であったり、

連携というのも強化できるのではないかなというふうに思っています。 

 資料の右のほうにＲ２５で、これはリクルートが無料で発行しているフリーペーパ

ーになるんですけれども、そこに２０１０年３月に掲載されていたシティ・プロモー

ションの設置の話題の記事にはなるんですけれども、これは２０１０年の４月に東京

の足立区が先駆けとして都内でもシティ・プロモーション課が設置されましたという

ふうな記事ではあるんですけれども、東京の区でも２０１０年からこういった自治体

がプロモーション課というのを設置している傾向があるんですけれども、その下に栃

木県、宮城県、静岡県、長野県というふうにも、いろんな地方自治体ではじつはもっ

と前から、そういった体制をとっていて、その課があることによって具体的にいろん

なＰＲの落とし込みというのはすごくされているなというのは、ウエブサイトを通し

てでも、各自治体の取組というのは見られるので、ほんとに盛んな、プロモーション
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課を設置することが特に珍しいわけではなく、ほかではもうされているというのが世

の中の常かなと思いました。 

 次、施策の２つ目なんですけれども、シティ・プロモーションに取り組む上で、ま

ず自分たちが天王寺区役所の持っている媒体をまず、見直していくべきかなというふ

うに思いました。これはもうほんとにすぐにでも取り組めるものなので、ちょっと２

つ目の施策としてご提案させていただいています。自社媒体の有効的な投資というと

ころなんですけれども、簡単に私もこちらに来てまだ浅いんですけれども、天王寺区

ってどういう媒体がまずあるのかなというふうに考えたら、もちろんホームページで

あったり、区長が発信されているフェイクブック、ツイッターであったり、天王寺の

広報紙であったり、ほんとにいろいろ媒体というのはあるんだなというふうに思って

います。ただ、この媒体というのは、例えばＰＲの会社で考えたときに、ほんとに効

果を測らない限りは、その媒体の価値というのははかれないんです。例えばそのホー

ムページであったり、ホームページはちょっと難しいかと思うんですけれども、この

天王寺の広報紙で考えたときに、たくさんお金をかけて刷ったはいいけれども、それ

がほんとにどれだけの人に見られていて、そこにイベントを告知することによって、

どれだけの人が来るのかというところまでしっかりはかれないと、その媒体が発行さ

れている意味ですとか、お金をかけている意味というのは、本来であればわからない

部分かと思うんですけれども、そういったところがしっかりまず測っていけると一番

いいのかなと思っています。 

 ２つ目のソフト面への投資なんですけれども、ここ最近の話題の中で、デザイナー

の募集の件でホームページのほうに記載されていたかと思うんですが、一旦は中止と

いう形で、ワークショップという形でその体系を変えられているかと思うんです。あ

の件で、インターネットにどういった形で、市民の方なのか、その外部の方なのかが

見られているかというと、かなり履歴にも残っているんですけれども、何で無償でデ

ザイナーを募集するんだとか、どちらかとネガティブな意見が非常にネット上では情
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報としては出てたと思うんです。そういったＰＲしていく、何かいいものを発信して

いくというときに、投資するものというのに、一番結構後回しになるものだと思うん

です。例えばデザイナーへの投資であったりですとか、こういったＰＲの案を考える

のに無償でほんとにいいものが考えられるかというと、なかなかそういう点ではなか

ったりするので、そういったハード面ではなく、ソフト面に対する投資というものも、

少し強化されてもいいのではないかなというふうに感じました。 

 ちょっと駆け足なんですけれども、施策３つ目なんですけれども、官民一体の施策

の強化なんですが、これはもう区役所内に体制がしっかり整ってからではあるかと思

うんですが、結構民間としっかり強化して、パイプをしっかり持っていくということ

と、民間との交流というのをもう少し増やしていけるのではないかなというふうに思

っているんですが。ちょっと右のほうに相模原市のホームページの記事であったり、

ネットからとった記事をとってきているんですが、地方自治体でいろいろシティ・プ

ロモーションに関するイベントというのは、数多く行われているんですが、この２例

に関しては私が実際仕事で担当させていただいた案件なので、具体的にご説明できる

かなと思いまして、例に挙げさせていただいているんですけれども、まず相模原市の

このスポーツチーム３つが誕生しましたという、これ自体に３つが一緒に連携してい

るというところはかかわってはないんですが、この３つの一番左にあるノジマライズ

っていうアメリカンフットボールチームの件でちょっとかかわらせていただいたんで

すが、当時オンワードスカイラークスという食品系の大手の会社があるんですけれど

も、外食産業なんですけれども、そこがアメフトチームを持っていて、ここ３年前の

話なんですけども、企業スポーツ撤退というニュースがかなり流れた時期があったん

です。そのときに会社としてこのチームを運営できないということで、地域に密着し

たスポーツチームになりたいということで、ちょっと私が所属していた会社のほうに

依頼があったので、担当させていただいたんですが、その当時このアメフトのチーム

は相模原市にあるオンワードスカイラークスのグラウンドでアメフトを練習していた
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という経緯があったので、相模原市とこのチームが一体になってやりたいというチー

ムの意向があったので、何とか行政とかけ合って、連携ができないかということで、

ちょっと私自身が直接相模原市のほうに伺って、このチームと相模原市というものを

つなげたという経験があるんです。その当時ももちろん相模原市がこういったチーム

を受け入れる体制もなければ、そういったマインドもなかったんですが、やはり市と

しても、何かスポーツを通して、しっかり市と何かスポーツがうまく組めるんじゃな

いかっていう考えは多少あったんです。そういったところの交渉をしっかり進めるこ

とによって、今では相模原市公認のアメリカンフットボールチームというふうになっ

ていまして、アメフト界で言うと、一部のどちらかと花形のリーグのほうでしっかり

やってるチームにも成長しているんです。 

 ２つ目のこの例に関してなんですけれども、これはもうたまたま担当していた選手

の記事ではあるんですが、陸上の為
ため

末
すえ

 大
だい

のたまたまマネジャーをしていた時期があ

りまして、そのときに彼がクイズ番組に出て１千万円の賞金を得たんです。その１千

万円を使って何をしたいかというと、陸上の普及をしたいということで、そのイベン

トをしたいというふうに彼が主体となってやりたいという考えがありました。そのと

きに単に陸上競技場で陸上の普及をするだけではなくて、陸上を見てない人が何とか

触れられるようなイベントにしたいということで、東京の丸の内、どちらかというと

オフィスビルが立ち並ぶエリアではあるんですけれども、その丸の内の道路を借りて

何とか陸上のイベントができないかということで、このときは千代田区の関係者の方

とまず接点を持ったという経緯があるんです。これももちろん千代田区の方も前例が

ないので、なかなか難しい案件ではあったんですけれども、千代田区としても千代田

区にある丸の内ビルの前の道路を使っておもしろいイベントというのが過去にはされ

ているんですが、陸上のタータンを引いてまでやられたことがないというのですが、

こうやって選手が交渉することによって実現して、イベントの翌日のニュースには丸

の内でこういったイベントが行われたというようなＰＲができるというような案件で
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した。こういった形で、地域、地方自治体である市行政と組みたいというような企業

というのは、結構たくさんあるんですけれども、企業側からしてもなかなか行政とす

るのが難しいのかなというような印象が結構強かったりするんです。そういったとこ

ろを行政側が逆に受け入れるような体制をしっかり示すことによって、もう少し今ま

でなかったようなイベントが向こう側から、向こう側というのは企業であったり、い

ろんなＮＰＯ、ＮＧＯであったり、そういったしっかりお金を持った組織が主体とな

ってやってくれることによって、お互いに相乗効果というのは図れるんじゃないかな

というふうに思っています。 

 そういった意味でも、官民一体の施策の強化というのは、すごく重要な部分である

んですけれども、行政側としては、どちらかというと受け入れるような体制をしっか

りアピールするということが重要になってくるのではないかなというふうに思ってい

ます。 

 最後、こちらは区長へのご提案にはなってしまうんですが、１、２、３の施策を実

際にどういった形で取り組んでいただける可能性があるのかというのを、部会のほう

でもちょっと伺ってみたいなというのがあるのと、もしくは逆に進んでいるような施

策があるんであれば、教えていただきたいなというふうに思っております。この１、

２、３がうまく大枠がしっかり組めるような体制があるんであれば、逆に今後もう少

し細部の部分、例えば天王寺公園を使ってどういったイベントができるですとか、そ

このエリアでもっと今までなかったようなイベントをうまく持ってこれるんじゃない

かとか、いろんな部会でのいろんな皆さんの意見があるので、そういったものを少し

当てはめて、もう少し詳しいご提案が今後の機会でご提案できるんじゃないかなとい

うふうに思っております。 

○田中（創）委員 

 続けての報告になってしまってちょっと申しわけないんですけども、資料のほうの

具体的な、先ほど内本委員のほうからは、仕組みづくりということでの提案かつ区と
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してどういうふうに取組がなされているかということの改めて情報を教えていただき

たいというようなことだったんですけれども、それと並行しまして、チームとして具

体的に動いているところもあります。それは例えば、前回も報告いたしましたけれど

も、楽市楽座という四天王寺参道を使ってのフリーマーケットなんかをやっていきた

いということを提案していたんですけども、実際に地域のほうで動き出している動き

がありまして、実行委員会を立ち上げて、地元の商店街がメンバーを探しているとい

うふうな動きもありますし、四天王寺のほうで先日わっか市というのが毎月あるんで

すけども、そちらのほうにも何人かで行ってきまして、意外と宣伝がこじんまりとさ

れているので、地元の人たちもあんまり知られてない。毎月第１日曜日なんですけど

も、割と７０店舗ぐらい出店していまして、手づくり雑貨であったり、有機食品、有

機栽培でつくられた食品であったりとか、１店舗１店舗ごとが非常に気合いの入った

店が多くて、そういう意味で若い人も結構来ていましたので、今後成長する可能性は

あるイベントだと思っています。 

 そういうわっか市なんかにしても、取組はあるんですけども、地元がすごい一生懸

命やっているんですけども、そういうところに区として宣伝を手助けしてあげる。そ

れはあまりお金を必ずしもかける必要がないんじゃないかなとは思うんですけども、

お金がそんなにかからない範囲で後押しをしてやるというふうなことは可能かなと思

っています。 

 そういう形で、四天王寺と四天王寺参道との動きをリンクさせるということも今後、

可能ではないかなという可能性を見出したりしています。あとは、天王寺公園、あと

戦国博という提案もあったんですけれども、戦国博については、２０１５年に向けて

大阪市が実際、動き始めてる。恐らく大きなイベントをするんじゃないかと思われま

す。 

 シンボルイヤーとしての位置づけということですので、４００周年大坂の陣、４０

０周年かつ道頓堀も４００周年、それから天王寺動物園が１００周年ということで、
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これは大阪市がきっと主体になって動いてくるだろうなとは思っています。その中で

天王寺としても、市のプロジェクトに乗っかろうという意識だけでは置いてけぼりを

食らう可能性もありますので、ここは市に先駆けて、むしろ４００周年を待たずに、

そのプレイベントみたいなものを実行するぐらいのことをやっていってもいいんじゃ

ないかと、そういうことを考えると、大きなイベントということを考えると、実行委

員会的なものが必要になってきますし、区として動くということが内本委員からも先

ほども説明あったように、区として体制を整えていただき、特にそういう大きなイベ

ントをするときはということで、そういったことをより具体案を進めていこうとして

いるところです。 

 すみません、説明が続きまして恐縮ですが、ご意見とかをいただければと。  

○田中（英俊）議長 

 区長に質問が投げられているんですけど。今、区の中でどういうふうになっていて、

これからどうしようと思われているかという質問に対して、答えられる範囲で。 

○水谷区長 

 そうですね。ちょっとそれも含めてお話しさせていただきたいと思います。  

 ちょっと話が結構分散的になり過ぎているのかなという感があって、私も私なりに

このシティ・プロモーションってキーワードで、具体的に何ができるかというプロジ

ェクトを考えて、また職員も考えていますけれども、せっかくシティ・プロモーショ

ン作業部会ができ上がって、前回の発表でいろいろ楽市楽座とか、具体案が出てきた

から、ぜひそういうのをちょっといろいろと細かく細部まで詰めていって、コンペ形

式ではないですけれども、皆さんでかざし合って、議論できるみたいなことがやれた

ら望ましいのかなと思っています。 

 いただいた個々の論点についてちょっとコメントをさせていただきたいなと思うん

ですが、まず内本委員が発表いただいたシティ・プロモーションの成功要素３つです。

この推進体制の強化、ちょっとご指摘の中で広報担当が報道発表を書く人間が１人と
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いうのがありましたけども、ちょっと私の説明が至らなかった部分があったかもしれ

ませんが、大体５人ほどで広報担当という形でやらせていただいております。シテ

ィ・プロモーション課の設置ということなんですけれども、これはシティ・プロモー

ション課という器をつくったからといって何かが変わるというわけではないですから、

その器のあるなしにこだわる必要はないのかなというふうに思っております。また課

というからには、今大体区役所で１２０人ほどいて、大体１課当たり２０人ほどメン

バーがいるわけですが、それぐらいの規模感を持たないと、課という上で、行政的な

整合性、組織内での整合性が保てないわけです。やっぱりそのシティ・プロモーショ

ン専従でそれだけ人員を裂けるかと言ったら、そのもろもろの人繰りとか、やはりそ

れだけいて何かが大きく変わるのかと、５人いるのと２０人いるのでそれだけ大きく

差が出るような職域かと言えば、必ずしもそうではないと思えますので、現状のこの

５人ほどの体制プラス実際イベントの企画、立案等を行う市民協働課のほうに担当者

が今後設けられていくわけですが、そのシティ・プロモーション担当の市民協働課の

職員と広報担当とが連携する形で、実質的なシティ・プロモーションを図っていきた

いなというふうに思っております。 

 いろいろとこのシティ・プロモーション課を設置している自治体があるということ

を私も重々認識しております。ただし、厳しく言わせていただければ、このシティ・

プロモーション課というのも、もはやコモディティーだと思うんです。コモディティ

ーって意味は、もうありふれた品々ということです。シティ・プロモーションという

課を設けて、そこで何かイベントを実施したからといって、全国的な訴求力が発生す

るということは、そういう単純なことはないということは、この実例が示しているん

ではなかろうかと思います。例えば、個別に名前を挙げて言うのもちょっと恐縮なん

ですけれども、浜松市もこれ全国的な浜松ファンをつくっていくと、高らかにうたっ

ているわけですけども、そんなに皆さんの周りで浜松を愛してるみたいな人がいっぱ

いいるなという感を受けますか、受けないですよね。それから、仙台カフェとか独自
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の取組をしてますけれども、これもほんとにどこまで全国的に認知度が普及している

のかなといえば疑問符でございます。 

 ということを踏まえたら、ゆるキャラなんかにも同じことが言えるんですけど、４

７都道府県、猫もしゃくしもほんとにゆるキャラをみんなつくって、ゆるキャラをつ

くれば何かが変わるってみんな期待するかもしれないですけど、ゆるキャラも群雄割

拠で、ゆるキャラつくっただけだったら、埋没してしまうわけです。いかにそのマー

ケットの流れをちゃんと踏まえて、逆張りするなら逆張りして、独自性を出していく

かと。そういう観点からシティ・プロモーションも考えていかないといけないのかな

と。ほかの自治体がやっている定石に、がんじがらめになるのではなく、いい意味で

その前提を設けずに、バイアスを設けずに取り組んでいくことが必要なのではないか

というふうに思っております。 

 ２つ目のこの有効的な戦略というところなんですけれども、これもつながってくる

ところなんですけども、まずデザインパートナーの件に言及いただいてほんとにあり

がたいんですけれども、あれも別に何ていうんですか、ソフト面への投資をしたくな

いという行政のマインドのあらわれとかでは決してないです。あれはどちらかという

と、今まで行政というのは、数々のボランティアの方にご協力いただいて運営してき

たわけですけれども、例を挙げれば、民生委員の方もそうですし、司法書士による無

料相談もそうですし、そういう方々のほんとにボランタリーのお心遣いで、地域も行

政も回ってきた経緯があるわけですけれども、その延長線上で、デザイナーの方にご

協力をお呼びかけようとしたと、また、どちらかというとプロのデザイナーだけでは

なくてアマチュアの方をメインターゲットにして、実際そのアマチュアの方にヒアリ

ングをさせていただいて、そういう意思を持っておられるということを表明してくだ

さった方が多数おられたからこそ、そこでご協力できるかもしれないと、しかし実際

協力を考える上では、より間口を広げて、ほかにもそういう手を挙げる方がおられる

かもしれないから、また取り組んで行けたらという趣旨で始めさせていただいたわけ
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で、基本的にソフト面への投資を忌避しているとかそういうことではなくて、それは

また別の話として検討する余地はあるということでございます。ただ、行政というも

のは、例えば民間企業とかだったら今月はこの商品で行こうと、今年はこの商品を売

り込もうと、単一に絞ることが可能かもしれませんが、やはり福祉、それから環境、

それから教育と多岐にわたるその分野を並行的に進めていかないといけない、どうし

てもその宿命を帯びておりますので、そこはそういう喫緊性が高い、優先順位が高い

ものから予算配分していったら、そのホームページの改修とか、そういうところに対

しては非常に限られてしまわざるをえないと。そこをどういうふうにクリアするのか

というところで、ちょっとまた話が戻りますが、先ほどのデザインパートナーのよう

な、ボランタリーの方々にどう協力していただくかということも今後もやっぱり検討

していかないといけない、そういう方向性は持っておかないと、現実的に回らないの

かなというふうに思っております。 

 それから、この有効的な戦略をもう少し申し上げますと、具体的に私が考えている

のは、大きく２つございまして、１つは、今日もお話何度もありましたけども、区内

でいろんな建物が建って、マンション建設も進んで集合住宅比率が８０％に上ってい

るというこの現状にあって、多くの人が集えるような土地というかスペースがやっぱ

り限られているという現状があるわけです。そうした中でやっぱり約２８万平米を誇

る天王寺公園、このエリアは非常に魅力的だというふうに思っております。もう皆さ

んもご存じのようにドイツビールの祭典であるオクトーバーフェストとか、冬にはイ

ルミナージュとか、また区役所のほうとしても天王寺蕪収穫祭という形で、いろいろ

イベントをやっておりますけれども、そうは言ってもまだまだ通年で見たときに、あ

そこの土地が遊休化している、空き地化しているときというのが多いと。こういう状

況をいかにして減らしていくかと、区役所主導ではなくて、民間の方々のご協力もい

ただきながら、天王寺公園に行けば何か恒常的にイベントがやっているというような

状況をいかにしてつくっていくかというところが、やっぱり今年以降の勝負になって



- 27 - 

くるんではないかなというふうに思っております。 

 それからもう１つとして、いかに天王寺エリア活性化しても、天王寺区もやっぱり

縦に長い土地でございますから、真田山地域とか、あるいは上六のあたりとか、そこ

にそのにぎわいをどういうふうに広げていくかというところも、これ重要な課題でご

ざいます。 

 この辺についても、私もこの間もヤフーさんとかニフティ―さんとか、いろいろそ

ういうウエブを使って地域活性化に取り組んでいる企業の方々、中には政府のＣＩＡ

補佐官をやっておられる方もおられましたけども、やっぱりもろもろヒアリングして

いく中で思ったのが、やっぱり先ほどのゆるキャラが群雄割拠の中でどう打ち勝つか

という話にもつながってくるんですけども、新規性と独自性があって、かつちゃんと

理にかなったような経済振興策をいかにして打っていくかというところに尽きると思

うんです。例えばいろいろ私が興味を持っている中でご説明しますと、民間の中でも

アイボールシェアをいかにして奪って、売り上げを伸ばすかというところが言われて

いる時代でございます。アイボールシェアっていうのは、要するに眼球をどれだけ独

占できているかということで、わかりやすい例で言えば、例えば駅前とかに電光掲示

板か何かがあって、おいしそうな料理の映像が流れていたり、あるいはゲームセンタ

ーとかでそういうネオンサインみたいなものがあったりかはするかもしれませんが、

そういうのを見ると、どうしてもそのエンターテインメントを楽しみたいという気持

ちがあおられて、その店先に入っていくと。要はそういう人の心の動線と言いますか、

天王寺区の商店街なら商店街に何かその愛着を感じてもらえるような、そういう動線

をいかにこうやって確保していくかというときに、一番よく言われているのがウエブ

上でそういうサイトをつくって、商店街の紹介をして、そこに客を引き込んでいくと

いうことを言われていたわけですけど、ただ、ウエブというのはいかにスマートフォ

ンとかノートパソコンが普及しても、持っている人、持ってない人の差がどうしても

いるわけです。だからそこを突破するために、例えば今、デジタルサイネージという
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映像広告みたいなものがあるんです。薄いテレビみたいなのが街頭とか建物の中とか

に設置されていて、そこで企業の広告とか、あるいはそのプロモーション映像みたい

なのが流れているんですけれども、あれを区内に例えば設置して、天王寺区の商店街

のここのお店がおいしいとか、何かそういう情報を載せたりとか、実際地域の人がそ

ういうのをめぐりながら楽しんでいる映像をどんどんＰＲすることでアイボールシェ

アを奪って、そこの商店街に足を運ばせる、動線を確保していくとか、そういったこ

ともいろいろ打ち手として考えられるわけですから、ここはもう私もほんとに必死に

具体案を集めていきますので、皆さんのほうもぜひ、こういう具体案があるというこ

とをどんどん提供していただけたらなというふうに思っております。 

 やっぱり企業との連携ということについては、これ内本委員もおっしゃいましたけ

ども、絶対的にこれは肝要と申しますか、これからやっぱりほんとにこのシティ・プ

ロモーションに限らず、経済振興をやっていく上で、ほんとに必須だというふうに認

識しております。いろいろ例えば、大型の再開発をとってみても、土地の取得から開

発まで全部公設置で行えるような経済状況、財政状況でもございませんし、また、コ

ンテンツ自体も、コンテンツ、まず企画です。企画内容自体も公務員がつくるよりも

絶対民間の方々のアイデアを取り入れながらやったほうが、おもしろいものができる

に決まっているわけです。だからそこはやっぱりエンターテインメント分野とかにつ

いて、民間の方々がご専門でやっていて、一日の長あるわけですから、行政主導、民

間参加じゃなくて、民間主導、行政参加というぐらいの役割分担で進めていけるよう

に、流れをつくっていくことがほんとに大切なんではないかなと思います。 

 今日、一番最後に、もしこういう方向性をご理解いただけたら、具体的な案を考え

ていきたいというふうにお話いただけたので、ぜひまた次回以降、いろいろ具体案を

出し合って、どういうことができるかということを詰めていけたらいいのかなという

ふうに思っております。 

 それから田中創三郎委員もおっしゃったように、大阪市もやっぱり大々的なイベン
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トを検討していく流れになろうかと思います。我々のほうもそれはやっぱり市の関係

局といろいろと調整、話し合いをしながら、今４００周年に向けてどういうことがで

きるかということを今、リサーチしている段階ではございますけれども、実行委員会

というお話も出ましたけれども、やっぱりそろそろ、どういうたてつけでこの件を話

あっていって、どういうスケジュール感で一つ一つのプレイベントをやっていくかと

いうことを話し合っていかないといけない。もう時間も限られてきている状況ですの

で、そこは皆さんと慎重かつ丁寧に、そうは言っても、スピード感も持って、いろい

ろと考えていけたらいいんではないかなというふうに思います。 

 ちょっと駆け足になりましたが、以上でございます。 

○田中（英俊）議長 

 シティ・プロモーション作業部会からの問題提起、質問に対して、丁寧にお答えい

ただきましてありがとうございました。 

 これで、市の、あるいは区長の考え方が明確になったわけですから、それをベース

にしながら、シティ・プロモーション作業部会としてどういうことを具体的に考えて

いくか、あるいは委員の皆さんの個別の意見も吸い上げながら、区長に考え方をぶつ

けていきたいと思います。この議論はいつも時間が足りなくなるところなんですけど、

プロモーション部門は。もう１つ部会がございますので、個別の、特にこれは出さな

いといけないというのは、用紙で出していただくとして、次の部会のほうに移らせて

いただきたいと思います。 

○水谷区長 

 最後に、誤解しないでいただきたいのは、シティ・プロモーション課ではないんで

すけども、シティ・プロモーション担当で、シティ・プロモーションという文言を設

けて、市民協働課の中にそういうセクションができることは間違いないですので、そ

こはご理解おきいただけたらなと思います。 

○田中（英俊）議長 
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 そうしましたら、教育・子育て・国際交流作業部会、田中誠悟委員お願いいたしま

す。 

○田中（誠）委員 

 基本的にはもう前から少し深みを増していったという形になっております。報告書

という形で、企画書というか、基本的な概念から我々がどういう提案をするに至った

という基本的な概念をここに紙として出させていただいています。これは後でお目通

しいただければというふうに思っています。 

 プレゼンのほうもちょっと時間的に飛ばしながら行かないとだめなので、新しく出

てきた内容を中心にお話をさせていただこうと思っています。基本的な理念というと

ころですが、これがやっぱり我々が一番大事にしているところです。まず我々がどう

いうところに主体を置いて、今からどういう企画を出していくんだというところがこ

れです。我々としては、みずからの考え方をしっかり持って、やはり他者に対して発

信をしていける人間、それを通して、やはり他者を受け入れることができてという人

間をつくりたいというところに基本的な概念があります。これは恐らく、これを広め

ていくことで、いじめというものの対策にもなるでしょうし、社会を円滑に回すとい

う意味で、これから国際化にも対応していけるような人材をつくっていくという意味

でも、そのあたりに重きをおきたいというところが我々の基本理念であります。  

 まず、その基本理念から出てきたものが３つあります。１つ目の提言としては、小

中学校での国際交流プログラムです。これは前回も少しお話しさせていただきました

が、これは話を少し進めることができました。２番目のもうＴＥＲＡＫＯＹＡという

名前で行こうかというふうに考えているんですが、これに関しても我々としては大体

の方向性をまとめましたので、そこも報告させていただきます。３番目のボランティ

アグループの創設ということですが、やはり天王寺区として、ある種簡単に使えるボ

ランティアグループが役所主導ということではなくて、つくっていかなくちゃならな

いんじゃないかというところに、我々としては行き立っております。役所主導という
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ことでは、これあまり使い勝手としてはよくないと思うんで、我々が住民として天王

寺区をつくっていくという観点に立ったグループにしたいなというふうに考えており

ます。 

 まず、その授業に外国人を派遣できないかというところなんですが、これは学校様

ともちょっと相談していただいて、国際交流センターとも話を進めさせていただきま

した。どちら様からもいい感触のお話をいただいておりまして、そのまままた、少し

ずつ進めていければなというふうに考えています。どちら様の意見も聞いた上で、行

き着いたのは、やはり自由度がしっかりあったほうがいいんじゃないかと。授業に派

遣してもらうのも一つですし、例えば土曜日にある種の講座を設けてというのも一つ

なんでしょうが、学校と国際交流センターが少し話し合う自由度があったほうがいい。

こういう形に決まりましたので、こういう形で使ってくださいということよりは、そ

の自由度があって、担当する教員の方がしっかりとその国際交流センターとディスカ

ッションして、こういう授業をしたいのでこういう人材を派遣してほしいんだという

ような流れを当事者同士が組み立ててもらえるような組織にすることが一番重要なの

かなというふうに思っております。これが新しくつけ加わったというか、お話をして

いる上でつけ加わったところです。 

 あと、もう一つつけ加わったのが経費の問題です。国際交流センターに問い合わせ

たところ、やはり一回あたり恐らく１万円から２万円。留学生の派遣、交通費、それ

とやはり体験型にしたいというところを合わせると、ある程度体験してもらうような

手土産が必要だろうというところも含めまして、恐らく１万円から２万円の費用が掛

かってくるんじゃないかと。それに対して、学校側の負担もこれはあったほうがいい

んじゃないか、というふうに我々の部会としては考えています。理由の一つとしては、

やはり無料ということになると、どこも使ったほうが得だということになると、平等

性が保てないんじゃないかと。ですから、ある程度学校側にも負担いただいて、より

よい組織として回していくためには、学校もある程度の相応の分担をお願いするとい
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う形で、一回５，０００円程度でできないかなというふうに考えております。そう考

えると、小学校と中学校を合わせまして、年に初年度は恐らく４回ぐらいが限度かな

というふうに、これは大ざっぱな計算なんですが考えておりまして、約６６万円ぐら

いの経費がかかる。これを例えば学校が５，０００円経費を持っていただいたとすれ

ば、４４万円ぐらいの経費がかかるんじゃないかなというふうに思っています。これ

によって、ある程度国際交流とか、やっぱり僕らが一番思っているのは、国際交流を

通して他者というもの、違いというものをしっかり認識してもらえるような機会をつ

くることができればいいんじゃないかなというふうに思っております。 

 次、２番目のＴＥＲＡＫＯＹＡ制度なんですが、これに関しては、将来的にはまた、

ここだけで一つのタームができるぐらいのお話があるので、次回もし話ができれば、

これの将来的なビジョンも含めて、これだけでお話をさせていただこうかなというふ

うに考えているんですが、最終的な終着点としては、子どもたちにいろんな本物を見

せてあげたい。まず、入学金とか授業料を払って、音楽教室であったり、体操の教室

であったり、陶芸の教室であったり、例えば能もそうでしょう、お茶もそうでしょう

が、そういうことをする前の段階、つまり入り口としていろんなところを見せてあげ

て、その中からこれやってみたいなということであれば、本人さんたちが払っていた

だいてというようなところまで、最終的には持っていければいいのかな。そのときは、

もちろん企業とタイアップして、宣伝してもらうことも可能なので、１回だけちょっ

とやってあげてくださいと。入り口としての場所を提供してあげる。それは恐らく天

王寺区のそういう経営でやっておられるところの補助にもなるでしょうし、いろんな

ことを体験させてあげるという意味で、ご父兄様にもメリットはあるんじゃないかと

いうふうに考えます。最終的にそこまで行ければいいなというところなんですが、ま

ずは来年度どこからやろうかということになりまして、まずは我々としては、ディベ

ートの教室。ディベートというと、ちょっと言葉が強くて相手を打ち負かすというと

ころまで入ってしまうように思うので、言葉としてはもう少しやわらかくして、天王
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寺子ども討論教室というのをちょっとして見ようかなというふうに考えています。こ

の内容としては、例えば具体例の３つなんですが、もうちょっと具体例が何個かある

んですが、例えば専門的な分野の方をお招きして、その人のお話を聞いて、その後に

意見表明とできればディスカッションというような形の案として１個目、国連はほん

とに必要なのかと。サブタイトルとして、ほんとにそれで世界平和につながったのか

というようなところをディスカッションしてもらいたい。 

 ２番目としては、もっと本質的なものを例えばディスカッションさせる機会をつく

ったらどうか。例えば安楽死はどうか、勉強はなぜするのか、労働はする必要がある

のか、生活保護もそうですよね。生活保護１３万円、１３万円かどうかわからないで

すよ。１３万円ぐらいもらえる。アルバイトで必死に働いて１３万円。じゃあ、生活

保護でいいのか。ここを子どもにディスカッションさせる、子どもにディスカッショ

ンまでいかなくても、意思表明をさせる。こういうテーマを子どもに突きつけること

は、ある程度必要じゃないかというふうに僕は思うんです。ここをあまり隠してきて、

世の中には競争がないかのような扱いを子どもにしてあげても、実際ふたをあけて、

１８歳になれば子どもは戦いの場に出されるわけですから、ここを若いときからしっ

かりとした考え方をつくってもらう。その機会をちょっとでも与えてあげることがで

きることは、非常に我々子どもを育てていく世代としては、重要なんじゃないかとい

うふうに我々は考えます。 

 もう１つ、３つ目の提案としては、これは３種類目というべきなんですが、施設を

実際に見て、その後討論するというパターンもおもしろいかと思います。例えば刑務

所に実際に見学に行って、国際犯罪とか、あと死刑制度に関して議論をしてみるのも

おもしろいんじゃないかというふうに思っています。これは刑務所にかかわらず、い

ろんな施設を見るという、この３本柱、実際に見るのか、それとも本質的な議論なの

か、それとも専門家を招いての議論なのか、この３つともやっていければおもしろい

んじゃないかなというふうに思っています。 
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 これはさすがに人数的にはある程度限られまして、恐らく２０人程度が限界じゃな

いかなというふうに考えます。ただ、天王寺区の中で、例えその２０人が少なかった

としても、そういうディスカッションをすることで、やはり他者との違いというもの

をしっかり認めることができれば、そこから広がるものもあるんじゃないかというふ

うに我々は考えていますので、そういう提案をしていきたいなというふうに考えてい

ます。 

これは今までの学校教育と塾とかっていう教育機関とは、かぶることはないと思いま

すので、その辺のすみ分けもしっかりできるというふうに考えます。 

 ２番目の提案としては、天王寺子どもアンバサダー会議、アンバサダーは外交官と

いうことなんですが、これは国際交流センターもせっかくあることですから、そこと

タイアップして、例えば世界のお菓子を総領事の婦人とかに説明していただくと。そ

の中にいろんな体験を盛り込んでいくとか、あとハンガーバンケット。これは貧富の

格差を体験するゲームなんですが、そういうことを通じて貧富の格差というものを体

感する。これも違いを体感するということになると思います。あと、祭りを通してい

ろんな祭りの情報を通して、世界の文化を知っていく。このあたりのこういうことも

していければ、おもしろいんじゃないかなというふうに考えます。これに関しては、

子どもたちが楽しめるように、何回か挑戦していただけると、階級が上がっていって、

その階級を上がったことを区長が例えば何か書面でもいいと思うんです。これはお金

をかける必要はないと思うんですが、褒めてあげれば、子どもたちにとってはプライ

ドになって、すごくそんなにコストをかけずに楽しんでもらえるんじゃないかなとい

うようなふうに考えています。ここの取組に関しては、もう少し落としていかないと

だめかなというふうに思います。 

 これに関しての経費なんですが、恐らく講師の費用等が一番発生するのかなという

ふうに思っています。人件費はなるべくであれば、ボランティアを使っていきたいな

というふうに思っています。講師はさすがにボランティアというわけにいきませんの
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で、これに関しては、謝礼と交通費が発生します。会場費に関してなんですが、これ

はできるだけ経費を圧縮したいので、国際交流センターとの共催の道を探って、なる

べく国際交流センターの会場を使いたい。もしくは、例えば区役所を使わせていただ

いたり、区民センター等を使わせていただいて、なるべくコストを下げる。ここに関

しては下げられるところですので、下げていきたいというふうに考えます。 

 それでもやはり経費として、恐らく１講座当たり５万円から１０万円ぐらいの経費

はかかるんじゃないかなというふうに考えます。我々としてはこの経費に関しては、

スポンサーを入れることはできないのかなというふうに今、考えておりまして、でき

たらスポンサーに入ってもらって、ここの部分に関しては募金でなるべく賄うように

はできないかというふうに今、模索しております。 

 当初の間は、このアンバサダー会議と子ども討論会を交互に、１カ月ずつやってい

って、全１２回。恐らく１００万円ぐらいの経費がかかると思いますので、ここの経

費を何とか捻出する方向で考えていこうかなというふうに思います。 

 ３番目なんですが、ボランティアグループの創設ということなんですが、これは先

ほどもお話ししたとおりで、やはり天王寺区のサポーター的な問題。天王寺区という

のは、やはり住んでいる住民がつくっていくものという認識を我々が持つべきかなと

いうふうに思いますので、そこの認識にたったボランティア団体を創設することはで

きないかというふうに考えています。これはあらゆる世代に入っていただくことが大

前提ですし、できたら国際交流センターにも少し働きかけて、外国人の留学生の方も

入ってもらって、それに参加することで国際交流もできるというメリットをつけてあ

げれば、大学生だったり、高校生であったりというのも、割と興味を持って入ってく

れる可能性もあるんじゃないかと。ですから、やっぱりメリットを何かつけてあげる

ことは重要じゃないかというふうに思っていまして、そのあたりをうまくまとめこめ

ればなというふうに思っています。これもちょっと今、これはまだ動き始めたばかり

ですので、まだちょっと具体的なお話はしにくいんですが、将来的にはそういう天王
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寺区が全体として使えるような天王寺区のサポーターとなって、みんなが応援してく

れるようなチームになれればなと、そこまでつくっていければなというふうに思って

います。ただ、これはまだちょっとごめんなさい、動き始めたばかりなので、あまり

具体的なお話はできません。 

 以上が前回から進んできた部分であります。出水委員、何かほかつけ足すものがあ

りましたら、お願いします。 

○出水委員 

 実際、私たちの任期のこともありますし、実際に動き始めたいという思いがありま

したので、内容的にもかなり具体的に、ちょっとずつ動き出して、実施案として挙げ

ているような項目については、講師として考えている方には軽くちょっとアポをとら

せていただいて、前向きに検討いただけるというお返事はいただいておりますので。

あとはどれだけうちのほうできっちりできるかだと思います。 

○田中（英俊）議長 

 ありがとうございました。前二つは、基本的な今後の具体案を考えるに当たっての

基本的なことに対して、区長に質問するという形でしたけども、この部会は具体的な

テーマをこうやって進めていきたいということにつきまして、報告がありました。皆

さんからこの提案に対するご意見とか、あるいは質問があればお願いしたいと思いま

す。それが出たところで、また区長のほうからご見解をいただければというふうに思

います。どなたかご意見、ご質問のある方いらっしゃいますか。 

○飛田委員 

 いい話だとは思うんですけど、１つ聞きたいのは、これは一体誰が主体としてどう

するのかという。その組織はどうするのという。具体的にやられるというお話だった

んですけど、多分この戦略会議の中でやることではないので、これを受けて責任を持

つ組織というのはどこになるんだろう。それがもし、区じゃないとしたら、区政じゃ

ないよねという気もちょっとしたのが１つで、それとあと、ＴＥＲＡＫＯＹＡという
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のは、今のお話を聞いていると、これって学校と違うのという気もしたので、その辺

も含めてちょっとどう思われているか聞きたいんですけど。 

○田中（誠）委員 

 まず、国際交流プログラムに関しては、区が主体ではないと思いますが、区がある

程度のフレームを持つと、それに対して学校と交流センターが話し合って決めていく

という形でいいと思うんです。あまりこれで大きな問題が生じるということは、今も

それに似たようなことはやっておりますから、何かその大きなトラブルが起こって、

そこの責任問題が問われるということは、あまり想定はする必要はないのかなという

ふうに今は考えています。ただもし、そういう案件があるということであれば、また

そのときにそこの所在ははっきりさせたほうがいいかもしれません。ＴＥＲＡＫＯＹ

Ａに関しては、出水委員、今のところは。 

○出水委員 

 そうですね、実際の組織体系になると思うんですけれども、これは恐らく実行委員

会制になってくると思うんです。区役所に事務所を置くとか、どこに事務所を置くと

いう形ではなく、区役所からも国際交流センターとか、あと戦略会議の中からも何人

かもしお手伝いいただけるような方という形で集めて、実行委員会制で動ければなと

いう思いはあります。どこかが人とお金を管理するところが絶対必要になってくると

思いますので、それを区役所に完全に丸投げしてしまうわけにはいかないですし、ち

ょっとこの辺はスポンサー回りをするというのもありますので、その辺を含めてちょ

っとまだ検討中なんですけれども、理想としては実行委員会制でやりたいという思い

は持っております。 

○田中（誠）委員 

 あと学校との相違点ということに関してですが、やはり学校では実際死刑制度の話

ができるのか、ここのディスカッションができるかというと、恐らくこれに関してで

きることはないと思うんです。我々としては、学校と何をすみ分けとしているかと言
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うと、学校というのはやはり浅く広く、全ての子どもに対して教育をすべきだという

概念のもとに立っているというふうに考えます。我々がめざしているものというのは、

やはりその中で将来のリーダーになっていったり、いろんな形である程度意識をしっ

かり持った子どもたちもその意識をもっと刺激してあげることは重要じゃないかとい

うふうに考えています。ですから、薄く広くというよりは、ちょっととがった形にな

るんですが、そういうふうな教育機関もあっていいんじゃないかと。それは今までみ

たいに区がやること、公がやることは全て浅く広くということではなくて、いろんな

その興味を持った人材をそこの興味を引き伸ばしてあげたり、ある種の入り口になっ

てあげたりするような組織を公が運営することは、あまり問題ではないと思っている

んです。そういういろんな組織がある、多様性がある、つまり公がやることなのに、

浅く広くもあれば、こういうのもあって、子どもたちが何を選んでいくのかというよ

うな形をとってあげるほうがいいのかなというふうな考え方に立っています。ですか

ら、将来的に入り口をつくってあげたいというのがそこなんですが、全員がそこに来

て入り口になるわけではなくて、こんなんもあって、こんなんもあって、こんなんも

あるよ、じゃあ、これおもしろそうやな行ってみよかというような形がとれればいい

かなと思うんです。ですから、３Ｄのプリンターでやってみた、やってみたいという

子もいると思うんですけど、やってみたくない、興味のない子もいると思うんです。

でも、そういう窓口があるとおもしろい、そこに行ってみて経験ができた、経験がで

きるとこんなんおもしろいな、じゃあ、ちょっとこういう建築系に進んでみたいなと

いう入り口を僕はつくってあげたいなと思います。 

 それをしてあげたいという、飛田委員がおっしゃっているような、飛田委員のよう

な方もおられれば、僕も子どもが多分動物病院に来てくれるというんやったらおもし

ろいなと思うんですよね、そういう受け入れたいという人間もいてると思うんです。

そこをうまくつなげたいというだけのことなので、学校とは少し一線を画していると

いうふうに考えます。 
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○田中（英俊）議長 

 区がどういうふうにかかわることができるかということにつきましては、今聞いて

しまいますと議論が進まないと思いますので、とりあえずご意見をもうちょっと伺っ

てから、水谷区長のお話を聞きたいと思います。どうぞ。 

○三木委員 

 飛田委員がおっしゃったＴＥＲＡＫＯＹＡと学校との違いについてなんですけれど

も、これはこちらにはまだ具体的に書かれていないんですが、作業部会のほうで出た

話として、私はやっぱり学校の中でいじめが解決されていないのが現状だと思うんで

す。ただ、ＴＥＲＡＫＯＹＡとして今の時点で、いじめについてもＴＥＲＡＫＯＹＡ

で例えばいじめ相談という部門を設けるということは、やはり学校の反感を、学校で

本来やるべきことだと反感を買ってしまうんじゃないかということで、こちらには載

せなかったと思うんですけれども、将来的にはそういったいじめについての部門であ

ったりだとか、あとは逆に討論教室において、学校とは違う場所で、先生とは違う人

たちが子どもたちとかかわることによって、いじめの早期発見であったりだとか、あ

とは、そのいじめをしない子どもたちを道徳教育討論のルールなんかを通して、学ん

でもらうというようなことで学校との違いがあるんじゃないかと思います。  

○越村委員 

 ＴＥＲＡＫＯＹＡ自体の発想はとてもおもしろいし、楽しみだなと思うんですが、

子ども討論教室に関して、例えばこのテーマだと子どもが相手なので、講師とか進め

る方が、おもしろいテーマだとは思うんですけども、やっぱり教育的配慮とか、フォ

ローがきっちり入れられないと、えらいことになってしまう可能性があるので、こう

いう題でするんだったら、ちょっと区としても関与というか、しんどいんではないか

なという。 

○田中（誠）委員 

 あえてこういうテーマをぶつけることで、情報リテラシーというものをしっかりと
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子どもに教えようというふうに考えます。こういう討論の場には、必ず一番最初に、

情報リテラシーの話をさせていただきます。１０分ぐらい、１５分ぐらいで。つまり、

今は結局、子どもたちがネットでいじめをするわけじゃないですか、表に出なくても。

そういう時代になっていますよね。ですから、ここに参加してもらう人には、子ども

たちに情報というのはこういうふうに考えて、裏でごちゃごちゃ言うたらあかんねん

で。討論というのは、表に立ってしゃべることであって、それを家に持ち帰ってイン

ターネットに書くことはだめなんだよということも含めて、ここでは授業をさせても

らおうと思っています。その上で、子どもに対しても誓約書を書いていただこうと思

います。場外乱闘はしないという大前提の誓約書を書いてもらおうと思います。これ

は子どもの名前で書いていただく。それで親の名前でも書いていただきます。  

 ですから、子どもに対してそこまでを求めようと思います。全てを今までみたいに

隠してしまうことがほんとに正義なのかというところは、僕は疑問を持っています。

子どもにはそういうふうなものを全ておぜん立てして、しっかりとしたその教育の上

で、ほんとに触れないとだめな、死というのはほんとに触れないとだめやと僕は思っ

ています。これを目をつぶって生きていけるわけではないので、競争もそうですが、

社会で競争があるわけですから、それに対して目をつぶって、手をつないでというこ

とにはならないというふうに思っています。ですから、それも大事ですけども、そこ

に対して、答えがないものに対して議論を進めていくことってすごく重要だと思うん

です。ごめんなさい、僕のこれは勝手な考え方ですが、人生の深みはやっぱり答えの

ないものに対して、どれだけ挑戦してきたかというか、どれだけいろいろ考えてきた

かだと思うんです。 

 それに対して、今の若い人はなかなかすぐ答えがわかってしまうので、答えの出な

いものに対して答えを探そうとしないところに大きな問題があるんじゃないかという

ふうに僕は考えています。ですから、あえてそこを突きつけたいというところがこれ

の趣旨です。ですから、やる限りは、区長がどこまで覚悟を持ってやっていただける
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かわからないですが、やる限りはそこまでの覚悟をして、子どもに対してサインをも

らうぐらいまでの覚悟をしようというふうに考えます。そこまでのものをしないと、

多分中途半端につぶれてしまうというふうに考えます。 

○河村委員 

 とてもこれおもしろい。討論教室も子どものアンバサダー会議もとてもおもしろい

なと。うちの子も参加させたいなと思うんですよ。その対象年齢というのは？ 

○田中（誠）委員 

 案件によって違うと思います。それはおっしゃるとおりなんです。それはごめんな

さい。各案件で決めて、それを決めたら学校サイドから配布してもらうような形にし

て、できる限り子どもの目に触れるようには頑張って努力してみたいと思います。 

○田渕委員 

 今、田中（誠）委員の説明、僕も大賛成なんですけど、最初から人数ふやすという

ことは現実的ではないかもわかりません。ただ、田中（誠）委員がおっしゃったよう

に、少数精鋭というか、そういう方針で行かれるということなんですけど、僕は長い

目で見た場合は、もうちょっとやっぱり間口も広げることも並行して考えてほしいな

と思います。 

○田中（誠）委員 

 おっしゃるとおりです。僕らの目的は、ほんとは間口を広げたいんですが、最初か

らちょっと難しいからというところで、ちょっと遠慮させてもらっています。 

○三木委員 

 皆さんにこの場で、もしご意見がいただけたらありがたいんですけれども、参加費

は原則ワンコインを想定というふうに書いてあって、ただここは作業部会の中で、私

がちょっと異論を申しまして、やっぱり５００円って、たかが５００円されど５００

円で、この５００円が捻出できない家庭の子ども、親に５００円を出してほしいと言

えない子ども、今いろんな家庭があられると思うので、私は子どもから５００円とい
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うのは取らないで済むようにできないかなというふうに思うんですけれども、ちょっ

とそれは私だけの意見だったので、皆さんはどういうふうに思われるかなというので、

もしご意見いただければありがたいです。 

○田中（誠）委員 

 一応５００円を徴収しようという趣旨は、徴収する賛成側の立場としては、何人か

の委員の話をまとめますと、やはりクオリティーを保つには無料はまずいだろうと。

無料だからとりあえず申し込んどいて、ドタキャンすると、そういうことになってし

まうとクオリティーが下がってしまう。やはりある程度、経済的に大変な方もおられ

るというのはわかるんですが、せめて５００円ぐらい、だから落としどころとして５

００円ぐらいいただいて、ある程度のクオリティーを維持したいというのが我々の考

え方です。 

 まさか５００円で経費が全部出るわけじゃないことは我々もわかっているので、む

しろ５００円を払うというハードルを設けることは、それぐらいであれば妥当じゃな

いかと。確かに５００円厳しい、それはいろんな方がおられるのはよくわかるんです

が、やっぱり低くてもハードルをつくっておかないとクオリティーの維持が難しいん

じゃないかというのが徴収しようという側の意見です。 

○三木委員 

 ハードルとして別の意見を私は持っていまして、逆にそんな人数が限られている、

特に最初のうちは。その中で、例えば参加したい人には意欲がどれぐらいあるかとい

うので作文を書いてもらう、もしくは簡単な面接を行うということで、そういったハ

ードルをクリアした子どもたちであれば、５００円を出す出さないにかかわらず、そ

ういった子どもたちというのはドタキャンしたりであったりとか、そういう無責任な

ことはしないんじゃないかなというのが私の意見なんです。 

○田中（誠）委員 

 そのハードルの問題点としては、僕は２つあるかなというふうに考えています。ま
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ず１つはコストです。その前段階で振り分けをするという段階になると、まずはコス

トが発生します。これをボランティアで我々がということになると、これは継続可能

ではないのかなと。つまり継続可能にするためには、そこに何らかの人件費なりがか

かってしまうことが１点。 

 それともう１つは、作文となると、私は理系だったので作文が非常に苦手でした。

小学校のとき作文を書くのが苦痛で苦痛で仕方がなかったんですが、作文を書くこと

にもじつはハードルがあるんです。ですから、全員平等ということは不可能だという

ふうに私は考えていまして、僕は書くのは嫌いだったんですけどしゃべるのは好きだ

ったんで、そういう人間も要るんです。ですから、作文が全てにおいて平等だという

ことは、僕はあまりないんじゃないかというふうに考えています。 

 この２点において、じつは問題があるんじゃないかなというふうに僕は思います。  

○田中（英俊）議長 

 この点、部会内でまだ議論がまとまってないようでございますが、もっとご意見を

伺いたいんですけど、区がこのテーマに関して、どういう形で関与できそうなのか、

可能なのか、あるいは関与すべきなのかということもあろうかと思いますけども、区

長のお考えをお聞かせいただければと思います。 

○水谷区長 

 田中（誠）委員のほうから今日プレゼンテーションいただいて、作業部会ほんとに

田中（誠）委員はじめ皆さんほんとに精力的にやってくださって、私もほんとに中間

報告をたびたび受けて、その中では田中（誠）委員と激しくやりとりしたこともあっ

たかなというふうに思うんですけども、今日、一応まとまった案をこうやって聞かせ

ていただいて、ちょっと感動してしまったというのが率直な感想です。単にロジック

だけじゃなくて、ほんとに田中（誠）委員が今の子どもたちにとって何が必要かとい

うことを、熱意を持って考えてくださっているんだなというのが、ひしひしと伝わっ

てくるプレゼンテーションだったかと思います。 
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 基本的に、これは区政会議の場ですから、区の政策としてこういうのはどうかとい

うご提案だったというふうに私のほうは認識しているわけでございまして、ただまだ、

来年度の予算もこれは要求しているという段階で、正式にこれ議会のほうで可決され

ているわけでもございませんから、まだはっきりとしたことは言えませんですけども、

区長としては、こういう趣旨の、いま田中（誠）委員がおっしゃったようなことはぜ

ひやりたいなというふうに思っています。区として予算要求している中にも、子ども

のための社会教育プログラムというものを積極的に実施していくということで、設け

させていただいておりますので、またそういったところの中で、まだ細かい調整はま

たいつになるか、また先々の話になってこようかと思いますけれども、ぜひ検討させ

ていただきたいなというふうに思っております。 

 内容のことなんですけれども、なぜこの案を私がいいかと思う理由が主なものとし

て、要はこれ放課後利用事業という形でやるか、学校の授業の中に組み込むかという

ところで、また議論はあろうかと思うんですけども、基本的に私は放課後利用の事業

という形になるのかなというふうに捉えています。放課後利用事業というのは、要す

るに多くの自治体で例えば補習授業をやっていたり、地域の文化体験とか、職業体験

とか、そういうことをやっているところは多いんですけども、要は公立学校教育の中

で提供されてない教育を、補完的に放課後を利用して提供すると、そういう事業かと

思います。そういうところを鑑みたときに、このＴＥＲＡＫＯＹＡがやろうとしてい

るディベートじゃなくて、子ども討論教室ですか、これ僕個人としては子ども討論の

ほうがディベートよりもちょっと強い表現なんじゃないかなと思うんだけど、そこは

ネーミングの問題かと思います。 

 これは今の学校現場の中でも、非常に機会が限られているんではないかなと認識し

ています。文部科学省のほうで、新学習指導要領というのが設定されて、それに沿っ

て各学校で教育が行われているわけでございますが、その中の１つの項目で、豊かな

言語表現で自分の思いや考えをあらわすことのできる子どもを育てようということで、
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教育が進められてきております。具体的にどういう教育かと申しますと、例えば小説

とか詩を読んで、これについてどう思ったか、どう感じたかということを、私は登場

人物のＡがかわいそうだと思ったと。登場人物のＡを助けてやりたいと思ったと。こ

れはみんなで意見、感想を言い合って、それを教育現場では意見交流の機会というふ

うに定義しているわけですが、これはこれでいい教育だと思うんですけども、私は絶

対これだけでは足りないと思います。 

 何が足りないかと２つあって、１つはみんなで集まって意見を言っているようです

けれども、それはモノローグです。独白、私はこう思ったって言っているだけで、あ

なたの意見のここについて私はこう思う。ここは間違っていると思うって、そういう

相互の作用がないと。こういうのをやっぱりもっと教育の中で取り入れていかないと

いけないのかなと思います。 

 それから２つ目にやっぱりそういう思いとかそういう感情部分です。私はこう思っ

てこう感じたということを発話する機会というのは、自分の小中学校の時代を振り返

っても、教育現場で多くあったなと思うんですけども、主に論理ですね。どういう筋

道で物事を考えて、相手の意見の論理構造をちゃんと的確に捉えて、それに対して的

確な賛成意見ないし反対意見を加えるという訓練機会がやっぱりどうしても義務教育

課程において、非常に限られているんではないかなというふうに印象を持っておりま

す。やっぱりちゃんとしたロジックの教育とか、ディベートの教育とか、議論の作法

とか、幼年期からちゃんとやっていかないと、これは別に天王寺区、大阪に限らず日

本はだめになってしまうと思います。だからそれをこういう地道な取組の中でやって

いくということは非常に意議深いことなのかなと思います。 

 実際このテーマも幾つか挙げていただきましたけども、国連は必要かとか、勉強は

なぜするのかとか、ちょっと子どもには難し過ぎるんじゃないのかと、やっぱり対象

年齢を考えたほうがいいんじゃないかという意見もあるかもしれませんし、実際やる

上でそういうのはやっぱり考慮しないといけない部分があるかもしれないですけども、
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子どもだからって、手かげんする発想であまり事業内容を決めないほうがいいと思い

ます。たぶん田中（誠）委員もそういう観点で、思い切ってこういうテーマを掲げた

と思うんですけれども、やっぱり答えが出ないんです。大人でも答えが出せないよう

なテーマなんです。だから子どもでも答えがすぐには出せないのはこれは当たり前の

ことなんで、そういうのを子どものときから徹底的に考える、考えるくせをつけると。

考えて考えたことを自分の中で再構成して、意見として表現すると。相手の意見を捉

えて、またさらに真新しい意見を出すと。そういうことになれていく子どもというの

を１人でも多くふやしていけたら、それはこの街の宝でしょうし、この国の宝だと思

いますから、ぜひそこは子どもだからこれぐらいのテーマでいいだろうとか、変に委

縮せずにどんどん企画していただきたいなというふうに思っております。  

 それからさっき、ワンコインの話とか、経費の話とかもしていただいたわけですが、

なかなか得てして区役所に寄せられるこの政策提案ってアイデアベースのものが多く

て、広報を強化したほうがいい、防災をもっとやったほうがいいと言って、結構区役

所ってじつはやっているわけです。それをどういうふうに強化したらいいのかとか、

そういう具体案というのが、すごい我々として聞きたいわけですけれども、まさに今

回の田中（誠）委員にやっていただいたのは、そこら辺の具体案もちゃんと備えてい

て、かつまさかこの経費部分とかそういうところまで言及されているとは思わなかっ

たので、非常に驚きました。ただ、この経費の見積もりとか、実際それをどういう形

で支出していくかということは、これはいざこれ区の事業とかでやるということにな

ったら、そこはよく担当者とまた相談するなりしてやってください。これはあくまで

多分イメージというか、あらあらの試算でこうやって出していただいたというふうに

思っていますので、これも一つの参考要素として見させていただくというふうにとど

めて、また考えていけたらなと思います。 

 一応今日、議論を聞いていましたら、まだ作業部会のほうでもこのＴＥＲＡＫＯＹ

Ａ案で完全にまとまっているという状況でもなさそうなので、もう少し部会内での議
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論も必要なのかなというふうに思いました。ただ、方向性としては、私も非常にこれ、

同じ歩調を合わせて、やらせていただきたいというふうに思っておりますから、また

今日は中間段階でのこの議論だと思いますから、最終段階でこうやって議論をさせて

いただいて、またそのときには区として、この案を採用するか、あるいは採用しない

か、あるいはまた別のアレンジの仕方で導入していくかとか、一定の判断をさせてい

ただけるようなそういう議論ができたらよろしいのかなというふうに思っております。  

 最後になりますけれども、非常に具体的でおもしろい、自分が子どものころに戻れ

るんだったら、こういう機会に参加してみたいなと、そういうわくわく感を呼び起こ

すようないい企画内容だったというふうに思います。ほんとにありがとうございまし

た。 

○田中（英俊）議長 

 お疲れさまでした。私自身、いっぱい言いたいことがあるんですけども、時間を見

たりしまして、皆さんもそうだと思いますけども。今日はこれから進めていくに当た

って、区長がどういうふうに我々の部会から出たテーマを捉えているかということを

中心に議論して、次回に報告するためのベースができたということで、ご容赦いただ

ければというふうに思います。 

 そのほか、提案とか意見とか、この会の進め方とか、特に意見のある方いらっしゃ

いますか。 

○三木委員 

 意見シートにも書いたんですけれども、せっかくなので意見させてください。  

○田中（英俊）議長 

 ２、３分でお願いします。 

○三木委員 

 わかりました。ほんとに水谷区長がおっしゃったことについて、すごく違和感を感

じました。区政戦略会議委員という立場を利用して別団体等で不適切な言動をしない
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でくださいということで、これはもしかして私のことなのかなとちょっと思ったんで

す。というのも、ある委員から、水谷区長へ私に対する苦情が来てるというようなこ

とを聞きました。私はその他団体において、区政戦略会議委員である立場を利用した

ことなどないんですけれども、また水谷区長から直接その件について聞かれたことも

ないんですけれども、もし私のことを指してるのであれば、きちんと事実確認を討議

していただいた上で、判断していただきたいと思いました。 

○水谷区長 

 これはもうあくまで一般論としての皆さんへの周知というか、そういうことでござ

います。もう当然の原則ですから。例えば私は区長ですけれども、天王寺区の区長で

すよね。それがほかのどっかの自治体に行って、いきなりそこの市役所に入っていっ

て、ここの政策が間違っているからこうしろみたいなことを言い始めたら、何であな

たはそんなことを言うんだって、俺は天王寺の区長だ、なんて言ったらこれは大問題

ですよね。だから、もう改めてやっぱりほんとに皆さんも私も重要な職責を負ってい

るわけですから、何のためにその職責を負っているかと言えば、こうやって集って区

政に対していろいろ論じ合うためであるということを認識徹底して、頑張っていきま

しょうと、そういう呼びかけのつもりでご説明させていただきました。 

 ですから特に今の段階で誰がこうあるから問題だとか、そういうのを別にとりだた

したいわけではないので、あくまで一般論ということで、皆さん認識を共有していた

だけたらなというふうに思います。 

○田中（英俊）議長 

 ほかに特に何か聞きたいことございますか。はい、２、３分にしてください。  

○田中（誠）委員 

 議長に１つお願いがあるんです。議長は金融関係におられたということで、ＴＥＲ

ＡＫＯＹＡでお金は汚いかどうかという議論を子どもにしてもらおうかと思って、そ

のときにはぜひ来ていただけないかということなんですが。 



- 49 - 

○田中（英俊）議長 

 銀行員の立場であれば、いろいろ言うこともあります。それはそれでまた機会があ

りましたら。せっかくの機会でございますので、足髙議員から一言いただければ。 

○足髙議員 

 今日、前回私ちょっと辛口で皆さんに予算のこととかお話しさせてもらいましたけ

ど、今日はそこまで踏み込んで、すばらしい絵を描いていただいたなと思っています。

ただ、そのまま行政がかわってできるかどうかはまたいろんな問題があるでしょうし、

また皆さん方がそれぞれでまた、別のいろんなところをボランティアも含めて、いろ

んな人をお助けいただいてやることもまだまだ詰めがあるのかなというような思いで

す。区長の２５年度の予算案というのは、まだ案ですけど、まだ通っていませんから。

非常に寂しいんです。天王寺区長さんの自分で調整できる予算というのは、確か２０

位ぐらいでしたかね。２４区中２０位。 

○水谷区長 

 人口も２番目に少ないですから。 

○足髙議員 

 それは少ないけど、僕は区長は若いからもっと頑張ってようさん取るんかなと思っ

ていたんですけども、なかなかやっぱり厳しいようです。もう１つ大きなのは、シテ

ィマネジャーの分。これのほとんど局の予算とかぶさっているんです。じつは今日も

私の関係の委員会があって、６常任委員会ありましたけど、そこでは同じことが局の

予算の中に書いてあるんです。ただし、区長の分はその上に括弧で内訳で書いてある。

これが自分のものにならんと、なかなか皆さんが思っているようなところまでお金が

回ることは難しいかもわかりませんけど、多分区長は、今年度はもう間に合いません

から、次年度ぐらいでは頑張って枠を外して自分のところへ持ってきていただいたら、

皆さん方のすばらしい提案は行政がやるか、皆さんがやるかにしても、十分対応でき

るのではないかなという思いを今日いたしました。 
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 ほんとに前回に比べると非常に中身の濃いものになったと思います。ご苦労さんで

した。 

○田中（英俊）議長 

 ありがとうございます。私も一言だけ。いいかどうかっていうことで聞きますけど、

堺市の研究所に論文を書きました。１万字ばかりの。その中で市の経営をどうやって

やるかという流れの中なんですけども、大阪で区があるいは区長が局長よりも権限を

持って、独自の予算を持って、今までの区政会議とは違った形で市民、住民の声を聞

きながら、自分の政策に生かしていくということで、活発な議論が行われているとい

うことを書いて、もう原稿を送ってしまったんですが、それはよろしいですか。  

○水谷区長 

 それはもう田中議長のその原稿に私が口を挟める筋合いもございませんので。  

○田中（英俊）議長 

 何で書いたかっていうことで言えば、同志社大学の教授とそれから今の大阪夕陽丘

学園の理事長とそれから天王寺区区政戦略会議議長という、じゃないと何でこんなの

書いたと言われますので、それは大丈夫ですか。 

○水谷区長 

 それはもうもちろん、この会議の内容を外に伝えていただいたということなので、

ごめんなさい、偉そうに物申してすみませんでした。 

○田中（英俊）議長 

 私も最初の発言、何か意味がよくわからなかったものですから。 

○水谷区長 

 これもプレスも入れる会議ですし、傍聴の方も入れる会議ですし、全然差し支えな

いです。 

○田中（英俊）議長 

 そういうことで、発信することは大丈夫なんですね。 



- 51 - 

○水谷区長 

 もちろんです。そんな秘密の会議じゃないですから。 

○田中（英俊）議長 

 立場を使って、何か圧力とか影響力を行使するようなことはやめてほしいというこ

とですね。 

 ということで、今日は時間かかりますけど、最後に今日の全体の議論を踏まえて、

区長から一言あればお願いいたします。 

○水谷区長 

 ほんとに３部会、それぞれ私自身、ほんとに学ばされる、ここはちゃんとこうしな

いといけないなということを気づかされるところが多くて、この流れをぜひ堅持して

いきましょう。また今後ともよろしくお願いします。 

○田中（英俊）議長 

 それでは本日の議事は以上とさせていただきます。事務局のほうにお返しいたしま

す。 

○事務局 

 ありがとうございます。本日も熱心なご議論どうもありがとうございました。先ほ

ど議長のほうからご紹介もありました、ご意見シート、お配りしておりますので、ま

た思うところとかございましたら、ご意見シートに書いていただくか、メールでお寄

せいただければと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 次回の会議日程ですけれども、次は４月の開催で予定のほうをしております。また

詳しい日程は改めてご連絡させていただきたいと思います。月に１度ということで、

２月中に開催できなかったこと、申しわけございません。また日程調整させていただ

きますので、よろしくお願いいたします。遅くまでどうもありがとうございました。

お気をつけてお帰りください。ありがとうございました。 

―了― 


